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二種類の不登校予防

不登校になってからの察後の働きかけに対し、不登校にならないように
する事前の働きかけが f不登校の予防jです。 ζれには、教育的予防の「来
然防止」と治療的予防の「初期対応Jのニ穏類があります。

①「未然紡止」（教育的予紡の発想の働きかけ）
特ne.の県重量とt1.走を主君'.lEせず、今での押務体1iF若手対象』ζ学校を休みたいと恩わせ

混じ「魅力約な学校づくりJを進めるζとを指します。持草壁やf守雲蓉等の主安や

弦麓ガ基本です。

②「初期対応J（治綴的予防の発怨の対応）
学校を休みそうな兜察生徒や休み始めた県警護と民法に個別対応するととを指しま

す。いわゆる「早期発見・率問対応」です力人欠席日数が 30日を超えるまではF不
登校jとは呼ばないので、「休み初めJの慈味で f初期」と表現します。

0不登校の未然防止
不登校という事象に対して学校がまず取り組むべき

ことは、全ての兇童生徒が学校に来ることを楽しいと
感じ、学校を休みたいと恩わせないような、日々の学
校生活の充実です。どの児童生徒も落ち着ける場所を
つくること（居場所づくり） 全ての児童生徒が活醒
できる場面をつくること（紳づくりのための場づく
.:11ーが鍵になります。＝キリーフ 2も参照
0不登校の初期対応
不登校の予兆とは、 1日、 2目、…と克童生徒が学

校を休み始めることにほかなりません。欠席回数が30
日を越えるまでには少なくとも 1か月半の猶予期間が
ありますから、この初期の段潜で見童生徒の状況！こIt
じた働きかけを適切に行うことが大切です。
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0 「中 1不登校調査J
E 平成15年8月
『中1不登校生徒諮査（中間報告） ［平成14年12月実施分］
一不登校の未然防止に取り組むためにー』

・平成16年3月
『不受校の米然防止に取り組むために ー中 1不登校生徒調
査から分かったこと（パンフレット） J 

・平成17年7月
『中1不登校の未然防止に取り組むために 一平成13-15年度

「中1不受校生徒諦査」からー（パンフレッ卜）』

※①初期対応の重要性を初めて強調、。そのために
小学校から児童の欠席状況を中学校に伝えること
が必要であること、さらには③未然訪止のために
「わかる授業」（学力）を重視すべきこと等を提言

※以下のような区分により、調査・分析を行った
区 分 小学校4～6年の各学年の状況

不登校穏当
欠席日数＋保健室等登校日数＋（遅刻j早迫田数
÷2) =30日以上

準不登校
欠席日数十保健室等登校臼数十（遅刻早退回数
÷2) =158以上30日未満

区 分 小学校4～6年の3年聞を通じての状況

経験あり
• 3年間の閑に一度でも「不受校栂当Jに該当

• 3年間とも「準不登校Jに該当

経験なし
• 3年間とも F不登校相当J、「準不登校Jのい
ずれにも該当しなかった

情報なし ＝小学校からの情報提供（小6時の）がなかった

中 間 ・上記以外の者
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小学校状況から見た「中1不登校生J構成比（13年度）

HI会なし
21 5% 
(351) 

嫡絡なし
10. 7告(175)

小学状盟構成比 業！（ ）内，.爽＂

45 6写経後あり
17. I免（279)

56年鍾験あり
II. 7完（191)

6年経験あり
" 6思（206)

4. 6匁終段あり
1.S菜（30)

4.5年経験あり
1.0ゑ（17)

5年経験あり
4匁緩験あり 3. I覧（51)

'・°' （回） 456年敏不畳校
1.8誌（30)

・中学校1 年生で不鷲校になる生徒の5割から8害IJI~：、
小学校時代に「不登校相当」か、それに近い傾向を
示していた。（誇張されたf中1ギャップ」）＝今後述

従来の議論は、
「し、つ誰が不登校になってもおかしくはないJ
→特別な子どもだけが不登校！こなるわけではない
→だから、不登校i議幹うな児童生徒を事前に
見つけることは

実擦には、
中1で不登校になる生徒の内、半分以上が予見可能
→なぜなら、小学校時代に事態が顕在化している

t 
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小学校状況5Jljに見た「中i不登校J出現率の推移（13年度）
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・「経験あり」群は4月から休み始め、その半数は夏休
み前に欠席回数が30臼を超える。

・「経験なし」群のほとんどが、夏休み以降に休み始め
る。

→「経験ありj群については、 213休んだ時点で対応を

開始しでも早すぎることはない
→すべての生徒！こ対して、同じように注意を払い、てい

ねいに対応するよう求めているわけではない
→中学校の不登校急増には、小学校における問題の

f未解決」「先送りJ「積み残しjが関係
→小学校からの情報は、初期対応にとって不可欠

w 
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絞験なし群と成綴との関係（平成13年度）

経君主なし群・終綴理由・成綴別 中1時の不器校のきっかけ（複数回答）
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友人然保教師限慌学諜不援軍縫生活親子関時軍経不利その他本人

a経験なし
情緒・不食

悶経験なし

他・良好

・中学校で新規に不登校になる「経験なしj群は、概し
て学力が低い。

• r経験ありj群も、不登校であったために、学力が身に

付いていないことが多い。

→「経験なし」群については、夏休みを利用した補習授
業等が有効

吋不登校問題！こ限らず、授業が理解できない、授業に
ついて行けない、ことが、非行や逸脱行動を引き起こ

しやすい

→全員を対象とした補修ではなく、学力の低いものを集
めた少人数指導や髄別指導を行う

11 
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「中 1ギャップ」という用語の問題点

f中 1 ギャッブJ の認は、いわゆる「問題行動等認査J の結果を学年~ljに見
ると、小6から中1でいじめや不登校の数が急増するように見えるととから使わ

れ始め、今では小中学校潤の接続の凋!ii'!全般に「便利t＜：：」用いられています。
しかし、いじめが中1で急増するという当初の認識が正しいのか、不登校の中

1での増加にしても「ギャップ」と呼ぶほどの変化なのかについては、幾重塁であ

るべきです。なぜなら、必ずしも爽慾な表現しているとは奮い切れないからです。

とりわけ、その緩感から、中1になる段階で突然何かが起きるかのようなイメー

ジや、学校制度の遠いという外的姿図が怒々の閲覧室の主原因であるかのようなイ

メージを抱くと、間怒の本関や所在を見絞り、！濁透った対応をしかねません。

便利な用語を用いるととで、密の前で起きている閲覧室を理解した気になっては

なりません。実際t＜：：伺が起きているのかを冷織に捉えるζとから始めましょう。
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・平成18年3月
『不登校支援のための IT活用ガイド』

※事後対応の方策のーっとして、 I Tを活用した事

例と、その際の留意点等について提言

・平成20年7月
『適応感を高める高校づくり』

※中学時代の不登校経験者を、高校入学後に不登校
や中退にさせていない高校の未然防止に資する取

組事例を紹介

第 I期：平成22～23年度
32中学校区で実施

第E期：平成24～25年度

22中学校区で実施

第E期：平成26～27年度

18中学校区で実施中

" 

・小学校では、中学進学後に不登校や長期欠席にな
らないように児童を育てる

＝中学校では、小学校で育った児童を不登校や長期

欠席ににさせないように生徒を育てる
－そのために、授業づくりや集団づくりを、小小連

携、小中連携により、進めていく
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全国の
小中学

校の不
登校児

雪量生徒
数

平成24年度末

前年度の
中3卒議
滅少分

官iJ年度の
中3以外
学校復帰
等滅少分

平成25年度当初
（イメージ）

！ i新規

平成25年度末
（現爽）

I 1増加分一 2品iJ 
このf新規i替加分j

に手を付iナない限
前年耳り、「不登校Jを滅；
の縦揺らすことはできな；

0不登校毘童生徒数が増えるのは・．．

119,617 

ll 

認不登校になった児童生徒が、なかなか学校復帰し
ないから

休みがちだったり、全く休んでなかったりした児
ら童生徒が、 30日以上休むようになったから

0不登校兇章生徒数を減らすには・．．

ム不登校になった見童生備、学校側帯させる

休みがちだったり、全く休んでなかったりした児

童生徒を、 30臼以上休まないようにする " 
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